
調 本邦における対流圏の風向別気温の研究（1）
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で明瞭な左傾分布を示し，SWを除き，少しシャープな

形で高温側に尾を引いている．

　4．まとめ

　最後に，まとめとして，風向別気温の特徴のおもな点

を各高度を通して述べてみる．

　まず，各年の風向別平均気温をみると，その最低値の

風向は，300mbを除き，各高度ともNWが多く，また，

最高値の風向は，高度により多少異なり，850mbはSSE，

他の高度はWSW～SSWが多い．

　風向別気温の統計期間における平均値については，前

者は，850mbを除き，各高度ともNWで，後者は，

700～500mbはSSWであるが，他の高度ではまちまち

である．

　また，風向別気温度数分布の特徴については次のよう

になる．まず，風向出現度数をみると，WおよびWSW

は高度とともに増加し，特に，Wは，700mb以上では，

最多風向となるが，他の風向は減少する．

　風向別気温の最高値は，各高度とも，W～SWが高い．

最低値は，高度により多少異なり，850mbと700mbで

は，NW～Wが低いが，500mb以上の高度では傾向が

異なっている．

　以上，館野を例とし，冬季の対流圏における風向別気

温の統計的特徴が明らかにされた．さらに，他地点にお

ける風向別気温の調査や，気象学的機構のくわしい研究

が必要であるが，これらについては次稿で述べることに

したい．

　終りに，貴重な資料を提供して戴いた三島測候所およ

び静岡気象台に厚く御礼申し上げる．
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